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当
法
人
の
盛
田
稔
理
事
長
が
、
六
月
十
日
に
逝

去
い
た
し
ま
し
た
。
享
年
百
三
歳
（
満
百
二
歳
）。

生
前
の
ご
厚
誼
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

大
正
六
年
三
月
十
五
日
、
七
戸
町
川
去
に
生
ま

れ
た
理
事
長
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
陸
軍
主
計

中
尉
を
経
て
大
尉
と
な
り
中
国
本
土
各
地
を
転

戦
。
現
地
で
終
戦
を
迎
え
帰
国
し
た
後
、
公
職
追
放

に
よ
り
農
業
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
。
ほ
ど
な
く
追
放
が
解
か
れ
、
七
戸
中
学
校
教
諭

へ
。
そ
の
後
も
七
戸
高
校
、
弘
前
大
学
助
教
授
、
北

里
大
学
教
授
、
青
森
大
学
学
長
な
ど
教
育
畑
を
歩

む
一
方
、
父
・
達
三
氏
の
跡
を
継
ぎ
梓
や
櫟
の
樹
を

植
え
る
な
ど
林
業
に
も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
郷
土
史
家
と
し
て
も
名
を
馳
せ
、
南
部
絵
馬
や

七
戸
な
ど
の
で
使
わ
れ
る
「
戸
」
の
成
り
立
ち
に
つ

い
て
の
研
究
は
、
大
き
な
話
題
に
。
昭
和
六
十
二
年

に
は
社
会
福
祉
法
人
美
土
里
会
を
設
立
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
美
土
里
荘
な
ど
介
護
・
福
祉
事
業

を
運
営
す
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

晩
年
は
足
腰
が
弱
っ
て
来
た
も
の
の
、
頭
脳
は

健
在
。
毎
日
書
物
を
読
み
、
新
聞
に
目
を
通
し
、
時

に
は
家
族
や
職
員
に
「
○
○
に
つ
い
て
調
べ
て
欲

し
い
」
と
頼
む
な
ど
、
そ
の
知
的
欲
求
は
止
む
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
百
歳
に
な
っ
て
も
な
お

「
こ
れ
か
ら
二
冊
は
本
を
書
か
な
い
と
い
け
な

い
」
と
語
る
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
事
が
あ
っ

た
様
子
で
し
た
。 

 

し
か
し
、
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
七
日
、
腹
痛

の
訴
え
が
聞
か
れ
嘔
吐
。
十
和
田
市
立
中
央
病
院

受
診
し
、
腸
閉
塞
の
診
断
に
て
入
院
と
な
り
ま
し

た
。
検
査
の
結
果
、
下
行
結
腸
と
Ｓ
字
結
腸
の
境
目

が
腫
瘍
の
た
め
閉
塞
し
て
お
り
、
閉
塞
部
分
を
広

げ
る
ス
テ
ン
ト
留
置
術
を
行
い
ま
し
た
。
病
床
に

あ
っ
て
も
「
蒋
介
石
の
演
説
に
つ
い
て
は
調
べ
た

か
」「
本
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
な
ど
、
様
々

な
事
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。
絶
飲
食
が
続
き
、
一

時
は
危
険
な
状
態
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
あ
る
程
度
病
状
も
落
ち
着
き
、
五
月
八

日
、
公
立
七
戸
病
院
へ
転
院
。
医
師
よ
り
「
何
を
食

べ
て
も
良
い
」
と
言
わ
れ
少
し
ず
つ
食
事
を
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ス
や
好
物
の
コ
ロ
ッ

ケ
を
食
べ
る
ほ
ど
に
ま
で
回
復
し
、「
六
月
十
日
に

退
院
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
、
職
員
・
家
族
一
同
ほ
っ

と
一
安
心
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
退
院
間
近
の

六
月
八
日
、
七
戸
病
院
よ
り
「
熱
上
昇
の
た
め
退
院

が
延
期
に
な
っ
た
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
家
族
と
の
会
話
も
出
来
て
い
る
状
態
で
し
た

が
、
次
第
に
容
態
が
悪
化
。
令
和
元
年
六
月
十
日
十

四
時
二
十
一
分
、
退
院
予
定
日
で
あ
っ
た
こ
の
日
、

肺
炎
に
て
逝
去
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
『
生
涯
現
役
』

を
地
で
行
っ
た
一
生
で
し
た
。 

“
生
涯
現
役
”
を
貫
く 

号外第 2 号 

 

盛
田
稔
理
事
長
は
、
生
前
そ
の
役
職
か
ら
実
に
多
く
の
方
々
と

交
流
を
持
ち
、
そ
し
て
支
え
て
頂
き
ま
し
た
。
前
述
し
た
教
育
関

係
の
他
、
主
立
っ
た
も
の
だ
け
で
も
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
会

長
、
青
森
県
人
権
擁
護
委
員
、
青
森
県
観
光
審
議
会
会
長
、
青
森

県
林
業
経
営
者
会
議
会
長
な
ど
県
・
町
内
外
の
要
職
を
歴
任
。
青

森
県
史
・
七
戸
町
史
は
じ
め
各
市
町
村
史
の
執
筆
に
も
携
わ
り
、

自
然
・
樹
木
の
研
究
に
も
関
わ
る
な
ど
、
家
族
が
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
の
交
流
も
多
い
方
で
し
た
。 

当
初
は
身
内
・
近
親
者
の
み
で
葬
儀
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、

六
月
十
二
日
に
東
奥
日
報
・
デ
ー
リ
ー
東
北
の
紙
面
に
大
き
く
掲

載
さ
れ
、
問
い
合
わ
せ
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
六
月
十
四
日
に
荼
毘

に
付
さ
れ
た
後
も
弔
問
客
は
続
き
、
通
夜
で
は
七
戸
町
長
と
青
森

県
老
人
福
祉
協
会
会
長
、
告
別
式
の
際
に
は
県
文
化
財
保
護
協
会

会
長
と
青
森
山
田
学
園
理
事
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
弔
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
葬
儀
に
際
し
、
実
に
四
十
四
基
の
お
花
が
届
く
ほ
ど
。
そ

の
交
流
の
広
さ
に
、
家
族
・
職
員
一
同
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。 

百
二
年
の
交
流
の
広
さ 

多方面から実に 44基のお花が 

(左)瑞宝中綬章(中上)七戸町名誉町民(中下)デーリー東北賞(右上)東奥賞(右下)藍綬褒章 

ま
た
、
多
分
野
で
の
功
績
が
認

め
ら
れ
多
く
の
受
賞
歴
が
あ
り
ま

し
た
。
瑞
宝
中
綬
章
・
藍
綬
褒
章
・

青
森
県
文
化
勲
章
・
青
森
県
褒
章
・

東
奥
賞
・
デ
ー
リ
ー
東
北
賞
な
ど

の
ほ
か
、
七
戸
町
名
誉
賞
民
の
称

号
も
頂
い
て
い
ま
す
。 

(上)ありし日の理事長 (下)通夜・葬儀の際の祭壇。多くの方が「良い写真だ」と話されていました (上)生前の理事長(下)理事長が愛した自宅庭園 

多
数
の
栄
光
を
得
て
も
、
決
し

て
お
ご
る
こ
と
な
く
研
究
畑
を
歩

み
続
け
た
理
事
長
。
そ
の
陰
に
は
、

奥
様
の
彰
代
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
生
前
、
理
事
長
は
「
十
一
月

に
な
れ
ば
家
内
も
百
歳
、
夫
婦
揃

っ
て
百
歳
超
え
を
目
指
し
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
夢

ま
で
わ
ず
か
五
ヶ
月
で
し
た
。「
夫

婦
で
百
歳
超
え
」
と
い
う
目
標
が

達
成
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
た

だ
一
つ
の
心
残
り
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

叶
え
た
か
っ
た
目
標 
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盛
田
理
事
長
は
大

正
六
年
三
月
十
五

日
、
現
在
の
七
戸
町

川
去
で
九
人
兄
弟
の

四
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。 

理
事
長
の
お
父
様

で
あ
る
工
藤
祐
司
氏

は
教
師
で
あ
っ
た
た

め
、
幼
少
期
の
理
事

長
は
県
内
各
地
を
移

り
住
み
ま
し
た
。
大

正
十
一
年
に
青
森
女

子
付
属
小
学
校
の
一

年
生
と
な
っ
た
理
事

長
は
、
成
績
が
あ
ま

り
良
く
な
く
、
五
十

は
ん
の
木
だ
よ
り
号
外
第
二
号
は
、
残
念
な
が
ら
理
事
長
逝

去
を
お
知
ら
せ
す
る
号
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
前
の
活
躍
を
知
る
に
つ
れ
「
も
っ
と
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ

た
」
と
思
う
こ
と
が
多
く
、
悔
や
ん
で
も
悔
や
み
き
れ
ま
せ
ん
。

今
後
は
理
事
長
が
唱
え
た
法
人
理
念
「
忠
恕
」
の
心
を
胸
に
、

「
介
護
の
こ
と
な
ら
美
土
里
荘
」
と
言
わ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
運
営

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
理
事
長
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

大正９年、生家である工藤家の写真。前列右から３番目が理事長 

人
中
い
つ
も
ビ
リ
か
ら
二
番
目
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
中
で
も
算

数
が
最
も
苦
手
だ
っ
た
と
か
。
私
た
ち
が
知
っ
て
い
る
理
事
長
か
ら
は

と
て
も
想
像
で
き
ま
せ
ん
。 

そ
の
後
、
八
戸
尋
常
小
学
校
へ
入
学
。
県
立
八
戸
中
学
校
へ
入
学
予
定

で
し
た
が
、
お
父
様
の
転
勤
に
よ
り
県
立
弘
前
中
学
校
へ
入
学
し
ま
し

た
。
一
年
時
の
成
績
も
二
百
人
中
百
番
台
と
平
凡
な
も
の
で
し
た
が
、
お

父
様
の
「
先
生
は
な
、
勉
強
し
た
く
な
い
生
徒
に
は
本
気
に
な
っ
て
教
え

る
気
持
ち
に
は
な
れ
な
い
も
の
な
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
に
衝
撃
を
受
け

猛
勉
強
を
開
始
。
四
年
生
の
頃
に
は
十
二
番
ま
で
一
気
に
成
績
を
上
げ

る
な
ど
、
努
力
を
重
ね
七
倍
の
倍
率
を
突
破
し
官
立
弘
前
高
等
学
校
へ

入
学
。
よ
り
高
度
な
教
育
を
受
け
な
が
ら
勉
学
に
励
み
続
け
、
三
年
生
の

時
に
は
一
・
二
番
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
三
年
、
理
事
長
は
悩
み
に
悩
ん
だ
末
に
東
京
帝
国
大
学
（
現
在

の
東
京
大
学
）
経
済
学
部
を
受
験
。
見
事
合
格
を
果
た
し
、
大
学
生
と
な

り
ま
す
。
大
学
時
代
は
勉
学
に
励
む
一
方
、
東
洋
思
想
を
通
じ
国
際
社
会

で
広
く
活
躍
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
禅
塾
『
東
光
書
院
』
の
塾
生

と
な
り
、
寮
で
規
律
正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
昭
和
十
五
年
に
は
現

在
の
奥
様
と
出
会
い
、
盛
田
家
の
婿
養
子
に
。
理
事
長
い
わ
く
「
超
美
人

は
嫌
い
だ
が
ほ
ど
ほ
ど
の
美
人
で
あ
っ
た
の
で
安
心
し
て
」
結
婚
。
そ
の

年
の
十
月
に
結
婚
式
を
挙
げ
、
一
週
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
東
京
の
下

宿
に
戻
り
学
生
生
活
を
続
け
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
陸
軍
経
理
学
校
丙
種
学
生
募
集
に
出
願
。
何
と
八
十
名

募
集
に
一
千
名
以
上
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
が
見
事
五
番
と
い
う
高
順
位
で
合
格
、

陸
軍
経
理
部
見
習
士
官
要
員
と
し
て
入

隊
。
二
か
月
の
兵
営
生
活
を
経
て
陸
軍
主

計
中
尉
に
任
官
さ
れ
、
陸
軍
経
理
学
校
に

入
校
。
六
ヶ
月
で
平
時
・
戦
時
に
お
け
る

軍
隊
の
衣
・
食
・
住
・
会
計
経
理
に
関
す

る
学
問
事
務
、
実
施
方
法
を
す
べ
て
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
超
過
密

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
。
よ
う
や
く
奥
様
を
東
京
に
呼
び
、
軍
務
に
専
念
し
た
そ
う
で

す
。
陸
軍
経
理
学
校
卒
業
後
は
弘
前
の
近
衛
歩
兵
第
五
十
二
連
隊
補
充
隊
に

配
属
。
給
養
と
酒
保
（
し
ゅ
ほ
…
軍
人
に
日
用
品
や
嗜
好
品
を
販
売
す
る
売

店
）
の
任
に
就
き
、
軍
人
と
し
て
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。 

 

そ
こ
か
ら
は
ま
さ
に
、
戦
時
中
と
い
う
時
代
に
翻
弄
さ
れ
た
、
激
動
の
日
々

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
下
士
官
採
用
試
験
の
監
督
や
訓
練
施
設
の
設
営

に
携
わ
る
日
々
。
戦
時
編
成
が
下
さ
れ
、
八
戸
に
移
駐
。
戦
時
の
準
備
の
た
め

四
方
を
駆
け
回
り
ま
す
。
陸
軍
主
計
大
尉
に
昇
進
し
た
あ
る
日
、
突
如
支
那

（
中
国
）
派
遣
軍
と
し
て
支
那
大
陸
に
進
出
せ
よ
、
と
命
が
下
り
ま
す
。
八
戸

駅
か
ら
出
発
し
下
関
か
ら
連
絡
船
で
釜
山
（
韓
国
）
を
経
て
、
天
津
、
漢
口
、

大学生時代の理事長 

武
昌
な
ど
を
転
戦
。
後
方
支
援

や
兵
舎
の
設
営
な
ど
に
従
事

し
ま
し
た
。
間
近
で
爆
撃
を
受

け
た
り
将
兵
の
死
も
目
に
す

る
な
ど
、
想
像
も
出
来
な
い
よ

う
な
壮
絶
な
日
々
を
送
っ
た

後
、
敗
戦
。
永
豊
と
い
う
町
で

涙
を
流
し
て
玉
音
放
送
を
聴

陸軍主計中尉の軍服を着て 

き
、
そ
の
後
は
揚
子
江
の
中
流
の
嘉
魚
と
い
う
町
に
あ
る
俘
虜
（
ふ
り
ょ
、
捕

虜
の
こ
と
）
収
容
所
で
の
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
俘
虜
収

容
所
と
い
っ
て
も
想
像
し
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
異
な
り
、
開
放
感
に

満
ち
た
空
間
で
し
た
。
米
は
現
物
支
給
、
諸
経
費
と
し
て
一
人
百
円
支
給
、
自

分
た
ち
で
自
炊
を
し
た
り
、
相
撲
や
体
操
な
ど
自
由
に
身
体
を
動
か
す
こ
と

も
出
来
る
ほ
ど
。
炊
事
用
の
薪
の
確
保
に
苦
心
し
て
い
た
時
、
揚
子
江
に
潮
の

満
ち
引
き
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
引
き
潮
の
時
に
中
州
ま
で
行
き
柳
の
木

を
切
っ
て
持
ち
帰
る
な
ど
、
機
転
を
利
か
せ
な
が
ら
何
と
か
物
資
を
確
保
し

て
行
き
ま
す
。
現
地
市
民
と
も
友
好
関
係
を
築
い
て
い
た
折
、
復
員
の
命
が
下

り
、
嘉
魚
か
ら
南
京
へ
移
動
。
上
海
、
宝
山
を
経
て
船
で
帰
国
。
一
年
七
ヶ
月

の
時
を
経
て
、
と
う
と
う
帰
国
、
七
戸
へ
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
時
蒋
介
石

軍
の
温
情
・
支
援
で
無
事
帰
国
出
来
た
事
か
ら
蒋
介
石
・
台
湾
へ
の
感
謝
の
念

を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
理
事
長
。
そ
の
後
、
蒋
介
石
第
五
任
総
統
就
任
式
典
に

参
列
し
た
事
を
皮
切
り
に
台
湾
と
の
交
流
は
ど
ん
ど
ん
深
ま
っ
て
行
き
、
実

に
二
十
回
以
上
も
台
湾
を
訪
れ
て
い
ま
す
。 

七
戸
に
戻
っ
て
か
ら
の
第
二
の
人
生
も
ま
た
、

過
酷
な
も
の
で
し
た
。
公
職
追
放
中
で
も
あ
り
田

畑
を
耕
す
日
々
。
そ
れ
以
外
に
道
も
な
く
、
理
事

長
は
方
々
を
駆
け
回
り
な
が
ら
独
学
で
農
業
知
識

の
習
得
と
実
践
に
精
を
出
し
続
け
ま
し
た
。
新
た

な
こ
と
に
も
取
り
組
み
、
当
時
大
変
珍
し
か
っ
た

ル
バ
ー
ブ
の
栽
培
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。
公
職
復

帰
後
は
農
業
関
連
の
仕
事
や
開
墾
を
続
け
な
が
ら

七
戸
中
学
校
、
七
戸
高
校
の
教
諭
と
な
り
、
弘
前

大
学
、
青
森
短
期
大
学
の
教
授
を
歴
任
。
さ
ら
に

現在の美土里荘周辺を開墾 

は
昭
和
四
十
一
年
に
十
和
田
市
に
新
た
に
出
来
た
北
里
大
学
獣
医
学
部
の
教

授
と
な
り
、
第
一
期
生
と
し
て
入
学
し
た
、
息
子
で
あ
る
故
・
盛
田
益
三
前
園

長
と
と
も
に
車
で
通
う
毎
日
で
し
た
。 

北
里
大
学
に
勤
務
す
る
こ
と
三
年
、
青
森
に
開
学
し
た
四
年
制
大
学
の
青

森
大
学
教
授
に
転
身
。
昭
和
四
十
六
年
に
、
青
森
大
学
学
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
学
長
就
任
後
は
人
材
の
育
成
に
注
力
。
特
に
台
湾
か
ら
の
留
学
生
だ

バッターが理事長・キャッチャーが益三前園長 

っ
た
謝
明
良
氏
は
そ
の
後
台
湾
国
立
大
学
の
教

授
と
な
り
、
東
洋
陶
磁
器
研
究
の
世
界
的
権
威
と

な
っ
て
い
ま
す
。
理
事
長
は
「
こ
れ
か
ら
は
地
方

の
時
代
だ
」
と
、
地
域
文
化
の
興
隆
と
地
域
福
祉

の
充
実
の
た
め
に
、
青
森
大
学
に
社
会
学
部
を
創

設
。
今
も
な
お
、
同
学
部
の
卒
業
生
が
県
内
外
の

社
会
福
祉
分
野
で
広
く
活
躍
し
て
い
る
の
は
ご

存
知
の
通
り
で
す
（
美
土
里
会
に
も
卒
業
生

が
！
）
。
青
森
大
学
学
長
職
は
、
七
期
二
十
一
年

と
長
期
に
渡
り
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
年
代
に
入
り
、
大
き
な
転
機
が
訪
れ

ま
す
。
文
化
庁
に
よ
る
七
戸
史
跡
の
買
い
上
げ
が

始
ま
り
、
理
事
長
が
所
有
す
る
柏
葉
城
跡
北
郭
の
土
地
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。
ま
と
ま
っ
た
金
銭
が
入
り
「
生
ま
れ
育
っ
た
七
戸
町
に
何
か
恩
返
し
を
し
た

い
」
と
考
え
た
理
事
長
は
当
時
の
浜
中
博
町
長
に
相
談
し
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
建
設
を
決
意
。
社
会
福
祉
法
人
名
は
、
緑
豊
か
な
美
し
い
土
地
、
そ
し
て
お
母
様

の
名
「
み
ど
り
」
か
ら
、
迷
う
こ
と
な
く
美
土
里
会
と
名
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
世

界
三
大
聖
人
の
一
人
で
あ
る
儒
教
の
祖
・
孔
子
の
教
え
「
真
心
か
ら
人
を
思
い
や
る

事
」
を
意
味
す
る
『
忠
恕
』
を
美
土
里
会
の
理
念
と
定
め
、
普
及
を
図
り
ま
し
た
。 

昭
和
六
十
三
年
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
美
土
里
荘
開
設
後
は
、
高
齢
者
福
祉
は

も
ち
ろ
ん
、
青
森
大
学
学
長
と
し
て
次
世
代
を
担
う
若
者
の
育
成
、
自
然
・
樹
木
・

国
内
外
の
文
化
・
歴
史
の
研
究
、
青
森
県
史
編
纂
は
じ
め
多
数
の
執
筆
活
動
、
自
ら

畑
に
出
て
ル
バ
ー
ブ
や
カ
シ
ス
な
ど
先
進
的
な
作
物
を
育
て
加
工
す
る
な
ど
、
何

足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
い
る
か
判
ら
な
い
ほ
ど
精
力
的
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。 

研
究
の
中
に
は
、
学
術
的
に
も
大
変
貴
重
な
も
の
や
新
学
説
と
な
っ
た
も
の
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
然
科
学
、
特
に
樹
木
の
研
究
で
は
、
東
京
大
学
で
行
わ
れ

た
イ
チ
ョ
ウ
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
聴
衆
と
し
て
参
加
、
パ
ネ
リ
ス
ト
が
答
え

ら
れ
な
い
質
問
に
代
わ
り
に
回
答
す
る
な
ど
博
識
を
披
露
し
、
他
の
聴
衆
が
殺
到

し
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
。
更
に
は
地
方
史
・
文
化
研
究
な
ど
で
高
い
評
価
を
得
て
行

き
、
特
に
七
戸
町
な
ど
の
「
戸
」
の
研
究
で
注
目
を
浴
び
た
ほ
か
、
古
文
書
を
読
み

解
き
七
戸
町
史
等
を
執
筆
。
南
部
小
絵
馬
の
研
究
で
は
絵
馬
に
描
か
れ
て
い
る
馬

が
そ
の
特
徴
か
ら
ア
ラ
ブ
種
で
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。 

広
範
囲
に
渡
る
社
会
活
動
も
、
理
事
長
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
し
た
。
人
権

擁
護
委
員
を
四
十
三
年
も
勤
め
、
青
森
県
文
化
財
専
門
委
員
長
、
Ａ
Ｔ
Ｖ
番
組
審
議

会
委
員
、
青
森
県
観
光
審
議
会
会
長
等
、
枚
挙
に
暇
は
あ
り
ま
せ
ん
。
九
十
五
歳
の

時
に
は
青
森
山
田
学
園
理
事
長
に
も
就
任
、
後
に
青
森
山
田
学
園
名
誉
顧
問
へ
。
最

晩
年
に
な
っ
て
も
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。 

今
回
掲
載
し
た
『
激
動
の
百
年
間
』
は
、

理
事
長
の
著
書
『
生
涯
現
役 

波
瀾
万
丈

の
九
五
年
』(

文
化
出
版
社
刊)

か
ら
紹
介

し
た
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご

一
読
下
さ
い
。 


